
 

令和７年度  農薬安全使用講習会 

 

 

日時：令和７年８月 2６日（火） 

14:０0 ～ 1６:３0  

                            場所：オンライン開催 

 

 

 

開会挨拶                   14:00 ～ 14:05 

 

 

 

１ 「農薬の安全使用について」        14:05 ～ 15:25 

講師：公益社団法人緑の安全推進協会     乾 公正 氏 

 

 

（休 憩） 15:25 ～ 15:35 

 

  

２ 「毒物劇物取扱上の留意点について」     15:35 ～ 16:05 

講師：大阪府健康医療部生活衛生室薬務課   大廣 真理子 氏 

 

 

 

３ 「農薬をめぐる最近の情勢について」    16:05 ～ 16:30 

講師：大阪府環境農林水産部農政室推進課   佐能 正剛 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【参考】 

農薬に関する諸情報および飛散防止に関する情報が入手できるホームページ 

「農薬コーナー（農林水産省）」https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/ 

 

 

農薬の適用内容の確認ができるホームページ 

「農薬登録情報提供システム」https://pesticide.maff.go.jp/ 

 

環境における農薬リスク評価・管理に関する情報が入手できるホームページ 

https://www.env.go.jp/water/noyaku.html 

 

 

住宅地等における農薬使用に関する情報が入手できるホームページ 

https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_tekisei/jutakuti/index.html 

 

 

大阪府作成農薬リーフレット「こんな農薬の使い方はレッドカード」 

https://www.pref.osaka.lg.jp/documents/92455/red_card.pdf 

 

https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/
https://pesticide.maff.go.jp/
https://www.env.go.jp/water/noyaku.html
https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_tekisei/jutakuti/index.html
https://www.pref.osaka.lg.jp/documents/92455/red_card.pdf
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令和7年度⼤阪府農薬安全使⽤講習会
農薬の安全使用について

委嘱講師︓乾公正

公益社団法⼈緑の安全推進協会
〒101-0047東京都千代⽥区内神⽥⼆丁⽬12-11
農薬でんわ相談03-5209-2512
http://www.midori-kyokai.com/
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平素より、農薬の安全使用にご理解･
ご協⼒いただき、感謝申し上げます。



本⽇の内容
1. 農薬取締法の概要
2. 適正使用と危害防⽌
3. 街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤
4. 残留基準値超えの例
5. ドローン散布と⼟壌燻蒸剤について

3令和7年度農薬安全使⽤講習会



1.農作物に対する安全性
2.使⽤者に対する安全性
3.消費者に対する安全性
4.周辺住⺠や環境に対する安全性

登録制度

★そのためには︓法令など取扱上の規則をつくり、規則を遵守
することにより安全性を確保する。

製造者 販売者 使⽤者

適正な取扱

1.農薬取締法の概要︓農薬に求められる４つの安全性

安全性の評価・確認

6令和7年度農薬安全使⽤講習会
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• 農薬取締法︓農薬の定義を定め、その製造・輸⼊、販売、使⽤の枠
組みを定める。

• ⾷品安全基本法︓⾷品の安全性の確保のため、基準となる評価値
(ADI/ARfD)を定める。

• ⾷品衛⽣法︓残留農薬基準値(MRL)を定める。
• ⽔質汚濁防⽌法︓公共⽤⽔域の排⽔基準を定める。
• 環境基本法︓⽔質と⼟壌に対する環境基準値を定める。
• 毒物及び劇物取締法︓毒物、劇物の製造、販売、保管管理、廃棄を
定める。

さらに、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、
化学物質排出把握管理促進法、
化学物質の審査及び製造の規制に関する法律、
労働安全衛⽣法、⽔道法、消防法、種苗法 等等等・ ・ ・

1.農薬取締法の概要︓農薬の安全性に係る主な法規

令和7年度農薬安全使⽤講習会

農薬取締法



88

法律の名前で「〜取締法」といわないのは次のどれ︖法律の名前で「〜取締法」といわないのは次のどれ︖

肥料○○法 暴⼒団○○法

⼤⿇○○法

銃砲⼑剣類所持等○○法

貨幣損傷等○○法 毒物及劇物○○法
通貨及証券
模造○○法海獺膃肭臍

猟獲○○法

農薬○○法 ⽕薬類○○法

令和7年度農薬安全使⽤講習会

1.農薬取締法の概要︓いきなりクイズ

暴⼒団対策法

⼤⿇取締法貨幣損傷等取締法 毒物及劇物取締法
通貨及証券
模造取締法海獺膃肭臍

猟獲取締法

⽕薬類取締法銃砲⼑剣類所持等取締法農薬取締法 肥料の品質の
確保などに関
する法律

2019年改正



第⼀条(⽬的)
この法律は、農薬について登録の制度を設け、
販売及び使⽤の規制等を⾏うことにより、
農薬の安全性その他の品質及びその安全かつ適正な使
⽤の確保を図り、もって
農業⽣産の安定と国⺠の健康の保護に資する
とともに、国⺠の⽣活環境の保全に寄与するこ
とを⽬的とする。

1.農薬取締法の概要︓⽬的

9令和7年度農薬安全使⽤講習会



第⼆条(定義)
1.農薬取締法の概要︓定義

農作物等を害する病害⾍･雑草の防除に使⽤
⇧

⼈が栽培している植物の総称。
観賞⽤に栽培する樹⽊、街路樹、草花、芝や⼭林も含まれる。

病害⾍雑草等の
防除に⽤いる薬剤

殺⾍剤、殺菌剤、除草剤、
殺⿏剤、誘引剤、忌避剤、
交信かく乱剤、展着剤

など

成⻑促進・抑制等
に⽤いる薬剤

発根促進剤、徒⻑防⽌剤、
着果促進剤、無種⼦果剤

など

病害⾍防除に
利⽤する天敵

寄⽣バチ、
カブリダニ、
昆⾍ウィルス

など
10令和7年度農薬安全使⽤講習会



1.農薬取締法の概要︓登録制度
第三条 (農薬の登録)
製造者⼜は輸⼊者は、農薬について、農林⽔産⼤⾂の登録
を受けなければ、これを製造し若しくは加⼯し、⼜は輸⼊し
てはならない。
⼆. 前項の登録の申請は、次に掲げる事項を記載した申請書
及び農薬の安全性その他の品質に関する試験成績を記載
した書類その他第四項の審査のために必要なものとして農林
⽔産省令で定める資料を提出して、これをしなければならな
い。この場合において、試験成績のうち農林⽔産省令で定め
るもの(特定試験成績)は、その信頼性を確保するために必要
なものとして農林⽔産省令で定める基準に従って⾏われる試
験(基準適合試験)によるものでなければならない。

11令和7年度農薬安全使⽤講習会



内閣府厚⽣労働省
・消費者庁環境省農林⽔産省

資料⼊⼿ ⾷品安全委員会

⾷品衛⽣審議会

残留基準案

残留基準

農業資材
審議会

･原体規格
･薬効薬害
･作業者暴露
･蜜蜂リスク

製造・輸⼊者

• 原体規格
• ⼈畜安全性
• 環境安全性
• 薬効、薬害
• 作物残留性
• 物化性状
• 農薬⾒本

申請

資料⼊⼿

登録票交付
使⽤基準
ラベル表⽰

許容⼀⽇摂取量
(ADI)および
急性参照⽤量
(ARfD)設定

登録検査

受付

登録基準
• 作物残留
• ⼟壌残留
• ⽣活環境動植物
• ⽔質汚濁

WTO通報
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ

中央環境審議会

クロップライフジャパン資料

2〜3年

いくつもの厳しいハードルを越え、安全性の担保されたものだけが、
作物ごとに認可されます。

1.農薬取締法の概要︓農薬の評価・審議・認可のフロー

令和7年度農薬安全使⽤講習会 12



1.農薬取締法の概要︓登録の際に求められる試験成績
農薬の組成 成分の種類・濃度、製造⽅法、不純物など

物理化学的
性状

融点、沸点、密度、蒸気圧、外観、臭気、ｽﾍﾟｸﾄﾙ(紫外可視吸収、⾚外吸収、核磁気共鳴、質量分析)、⽔溶解
度、有機溶媒溶解度、ｵｸﾀﾉｰﾙ/⽔分配係数、加⽔分解性、⽔中光分解性、解離定数、熱安定性、粉末度、粒
度、原液安定性、希釈液安定性･⽔和性、⽔溶解性･⽔溶性、懸垂性、密度、引⽕性、経時安定性

薬効･薬害 適⽤病害⾍･農作物等に対する薬効、作⽤性、適⽤作物に対する薬害、茶の残臭、たばこの喫味

⼈に対する
影響

急性毒性 (経⼝、経⽪、吸⼊)
⽪膚刺激性、眼刺激性、⽪膚感作性、経⽪吸収、圃場における農薬使⽤者暴露、使⽤者暴露量推定
解毒方法・救命処置法
急性・反復経⼝投与神経毒性、発達神経毒性、急性・反復経⼝投与遅発性神経毒性
90⽇間反復経⼝投与毒性、28/90⽇間反復吸⼊毒性、21/28⽇間反復経⽪投与毒性
遺伝毒性 (復帰突然変異、染⾊体異常、⼩核、遺伝⼦突然変異･DNA損傷)
1年間経⼝反復投与毒性(慢性毒性)、発がん性
2世代繁殖毒性、発⽣毒性
添加物及び不純物の毒性 (復帰突然変異、急性経⼝毒性等)

植物体内 植物代謝、作物残留、加⼯調理、後作残留、保存安定性
畜産物 家畜代謝、畜産物残留、⽣物濃縮性
環境運命 ⼟壌中動態、⼟壌残留、⼟壌吸着、⽔中動態、環境中予想濃度算定

⽣活環境
動植物等

⿂類急性毒性、ﾐｼﾞﾝｺ類急性遊泳阻害、ﾕｽﾘｶ幼⾍急性遊泳阻害、淡⽔ｴﾋﾞ急性毒性、ﾐｼﾞﾝｺ類繁殖、藻類･ｼ
ｱﾉﾊﾞｸﾃﾘｱ⽣⻑阻害、ｺｳｷｸｻ類⽣⻑阻害、⽔域環境中予想濃度、⿃類急性経⼝毒性、⿃類予測暴露量、種⼦
残留濃度、野⽣ﾊﾅﾊﾞﾁ類影響、ﾐﾂﾊﾞﾁ影響(成⾍･幼⾍、蜂群)、花粉･花蜜残留、暴露量推計、蚕への影響

毒性試験

13令和7年度農薬安全使⽤講習会



⬅摂取量「０」

ヒトにおいて悪影響が認め
られないと保証される領域

動物実験による
軽い影響〜致死量域

死亡

影響なし

⼤
⬅
健
康
影
響
➡
⼩

ADI: ⾷品から
の摂取量の合計
80%以内

ARfD: 個別の⾷品
からの摂取量のそれ
ぞれ100%以内

摂取量 ➡ ⼤

A試験

B試験

C試験

Z試験

・
・
・

安全係数 1/100*

AD
I

ARfD

*: 不確実な
要素がある場合、
最⼤1/1000まで。⾷品からの実際の摂取量

個⼈差: 1/10
×

⼈と動物の差: 1/10
最
⼩
の

無
毒
性
量

無
毒
性
量

無
毒
性
量

無
毒
性
量

1.農薬取締法の概要︓動物実験から得られる値と安全性担保のための基準値

14令和7年度農薬安全使⽤講習会



さらに

動
物
実
験
で
︑
毎
⽇
⾷
べ

て
も
有
害
な
影
響
な
し
︒

残留基準値 実際の農薬摂取量無毒性量 ADI
(許容⼀⽇摂取量)

動物が毎日摂取
しても有害作⽤を
及ぼさないことが
試験から明らかに
なった量

⼈の健康に影響を
及ぼさない量

⾷品からの摂取量
の合計がADIの
80%
以下

ほとんどの農薬が
ADIの1%※2以下

※1:評価機関の判断により100分の1より⼩さい値が採⽤される場合もあります。
※2:厚⽣労働省「平成26年度 ⾷品中の残留農薬等の⼀⽇摂取量調査結果」より

1. 農薬取締法の概要︓動物実験の安全量と実際の摂取量の関係

15令和7年度農薬安全使⽤講習会



1. 農薬取締法の概要︓安全性担保のための基準値 ADIとARfD

許容⼀⽇摂取量 (ADI : Acceptable Daily Intake)
現時点での最⾼科学⽔準にてらして、ヒトが⾷品中に含まれるある化
学物質(残留農薬)を⼀⽣にわたって毎⽇摂取しても健康影響が⽣じな
いと推定される1⽇当たりの摂取量であり、⻑期暴露の重要な指標とな
る。

急性参照⽤量(ARfD : Acute Reference Dose)
ヒトがある物質を24時間⼜はそれより短い時間
経⼝摂取した場合に健康に悪影響を⽰さないと
推定される摂取量であり、短期暴露の重要な指
標となる。

16令和7年度農薬安全使⽤講習会



厚⽣労働省急性参照⽤量(ARfD)を考慮した⾷品中の図を改変

⾷品ごとに摂取量を積み上げて⻑期
摂取量を推定する。

長
期
摂
取
量

安全レベル
(ADIの80%)

⾷品Zから摂取される
農薬の量

⾷品Bから摂取される
農薬の量

⾷品Aから摂取される
農薬の量

推定される総ばく露量

規定された使⽤基準による
残留試験結果(平均)

×
平均⼀⽇摂取量

(幼少児や妊娠可能な⼥性な
どの集団も考慮)

⼤
気
中
と
飲
⽔
か
ら
の
ば
く
露
量
を

20％
と
想
定
す
る
︒

個別の⾷品ごとに短期摂取量を推定する。

短
期
摂
取
量

安全レベル
(ARfD)

⾷
品
Ｚ
か
ら
摂
取
さ
れ
る
農
薬
の
量

⾷
品
Ｂ
か
ら
摂
取
さ
れ
る
農
薬
の
量

⾷
品
Ａ
か
ら
摂
取
さ
れ
る
農
薬
の
量

それぞれの⾷品から
推定されるばく露量

規定された使⽤基準による
残留試験結果(最⾼)

×
⼀⽇最⼤摂取量

(摂⾷者の97.5%タイル)

⻑期暴露短期暴露

1. 農薬取締法の概要︔慢性ばく露評価と短期ばく露評価

17令和7年度農薬安全使⽤講習会



第⼗六条 (製造者及び輸⼊者の農薬の表⽰)
製造者⼜は輸⼊者は、その製造し若しくは加⼯し、⼜は輸⼊した農薬を販売する
ときは、その容器(包装)に次に掲げる事項の表⽰をしなければならない。
1. 登録番号
2. 登録に係る農薬の種類、名称、物理的化学的性状並びに有効成分とその他の
成分との別にその各成分の種類及び含有濃度

3. 内容量
4. 登録に係る適⽤病害⾍の範囲及び使⽤⽅法
5. ⽔質汚濁性農薬に該当する農薬にあっては「⽔質汚濁性農薬」という⽂字
6. ⼈畜に有毒な農薬については、その旨及び解毒⽅法
7. ⽔産動植物に有毒な農薬については、その旨
8. 引⽕し、爆発し、⼜は⽪膚を害する等の危険のある農薬についてはその旨
9. 農薬の貯蔵上⼜は使⽤上の注意事項、
10.農薬の製造場の名称及び所在地
11.最終有効年⽉

18

1.農薬取締法の概要：販売及び使⽤の規制

令和7年度農薬安全使⽤講習会
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1.農薬取締法の概要︓農薬販売の届出申請について

農薬の販売を⾏う場合は、当該販売所の所在地の都道府県知事に届け出
なければなりません(本社の届け出で代⾏できない)。また、届出内容の
変更や販売を廃⽌する場合も届け出なければなりません。
インターネットを利⽤して販売する場合(ショッピングサイト、フリー
マーケットサイトやオークションサイトなど)や、その他の販売所で直
接農薬を販売しない場合も同様です。

無登録農薬の販売や販売禁⽌農薬の
販売(18条)

虚偽の宣伝(21条)
無登録農薬の使⽤(24条)
農薬使⽤基準違反(25条)

農薬の無届販売(17条)
帳簿に関する規定違反(20条)

懲役 罰⾦ 懲役 罰⾦ 懲役 罰⾦

3年以下 個⼈
100万円以下

法⼈
1億円以下 3年以下 100万円以下 6カ月以下 30万円以下

令和7年度農薬安全使⽤講習会

⼤阪府の農薬販売届提出先はこちら⇨



20

1.農薬取締法の概要︓販売及び使⽤の規制

第⼆十⼆条 (農薬以外の薬剤であって、除草に⽤いられる薬剤)
販売するときは、農林⽔産省令で定めるところにより、その容器⼜は
包装に、当該除草剤を農薬として使⽤することができない旨の表⽰を
しなければならない。

第⼆十四条 (使⽤の禁⽌)
何⼈も、次に掲げる農薬以外の農薬を使⽤してはならない。
⼀.容器⼜は包装に第⼗六条の規定による表⽰のある農薬

(つまり、ラベルに登録番号の表⽰のあるもの)
⼆.特定農薬 (特定防除資材)
重曹、⾷酢、天敵 (使⽤場所と同⼀の都道府県内で採取されたもの)、
エチレン、次亜塩素酸⽔(塩酸⼜は塩化カリウム⽔溶液を電気分解
して得られるものに限る。)

令和7年度農薬安全使⽤講習会

農薬と農薬でないものが
ごっちゃごちゃ!



農薬取締法上の農薬でないのは次のどれ︖

家庭⽤殺⾍剤 フェロモン剤 樹幹灌注剤

1.農薬取締法の概要︓クイズ第2弾︕

21

100均の希釈済み
⾮農耕地⽤除草剤

合鴨 ナナホシテントウ
(地場の天敵)

⽊酢液・⽵酢液

⾷酢
令和7年度農薬安全使⽤講習会



第⼆⼗五条 (農薬の使⽤の規制)
農林⽔産⼤⾂及び環境⼤⾂は、・・(中略)・・登録を受けている農薬その他の農
林⽔産省令・環境省令で定める農薬について、その種類ごとに、その使⽤の時期
及び⽅法その他の事項について農薬を使⽤する者が遵守すべき基準を定めなけれ
ばならない。
2. 略
3. 農薬使⽤者は、第⼀項の基準に違反して、農薬を使⽤してはならない。

第⼆⼗七条 (農薬の使⽤に関する理解等)
農薬使⽤者は、農薬の使⽤に当たっては、農薬の安全かつ適正な使⽤に関する知
識と理解を深めるように努めるとともに、農業改良助⻑法(中略)に規定する普及
指導員若しくは植物防疫法(中略)に規定する病害⾍防除員⼜はこれらに準ずるも
のとして都道府県知事が指定する者の指導を受けるように努めるものとする。

農薬取締法上、使⽤可能な農薬
であっても、使⽤⽅法を誤れば、
⼈畜等に被害が⽣じる恐れがあ
ることから、省令により農薬の
使⽤⽅法について遵守すべき基
準を定めているのです。

X

22令和7年度農薬安全使⽤講習会

1.農薬取締法の概要︓ 使⽤者の注意事項



1.農薬取締法の概要︓農薬を使⽤する者が遵守すべき基準を定める省令 (2018年12⽉1⽇改正)

義務規定
1.⾷⽤作物・飼料作物への農薬使⽤
の遵守義務

• 適⽤作物⇒誤⽤注意
• 使⽤量⼜は濃度の範囲内
• 使⽤時期
• 総使⽤回数の範囲内

2. 以下のものは農薬使⽤計画を毎年
農林⽔産⼤⾂及に提出

• くん蒸農薬使⽤者
(⾃ら使⽤するものは除く)

• 航空散布の農薬使⽤者
• ゴルフ場の農薬使⽤者

(環境⼤⾂にも連名で提出)

努⼒義務規定
1.散布履歴の記帳
年⽉⽇、場所、作物、農薬の種類、
使⽤量/希釈倍率

2.⽔⽥使⽤農薬の⽌⽔期間(7⽇間)遵守
3.住宅地周辺での農薬⾶散の防⽌と必
要な措置を講じること

4.クロルピクリン含有農薬使⽤時の琿
散防⽌と被覆期間を守る。

5.農薬の貯蔵上、使⽤上の注意事項
6.適⽤病害⾍・雑草の範囲と使⽤⽅法
の遵守

7.有効期限切れ農薬の不使⽤
8.ゴルフ場からの流出防⽌措置

23令和7年度農薬安全使⽤講習会



本⽇の内容
1. 農薬取締法の概要
2. 適正使⽤と危害防⽌
3. 街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤
4. 残留基準値超えの例
5. ドローン散布と⼟壌燻蒸剤について

令和7年度農薬安全使⽤講習会 24



「農薬概説(2018)」から引⽤・⼀部改変

農薬の
散布

<散布者ばく露>
⼤気中

＜ ＞︓主たるばく露経路

作物

＜揮散・蒸散＞

分解

希釈・分解

⾮意図的な汚染

＜ドリフト＞

河川
＜流出＞

⽥⾯⽔
⽔質汚濁・⽔産動植物被害

適正な保護具
ドリフト対策

令和7年度農薬安全使⽤講習会 25

作物残留

地下⽔

⼟ 壌

地下⽔汚濁

⼟壌残留
＜落下＞

＜浸透・
吸収＞

残留
後作物

分解

残留分析

地下⽔分析 残留分析

2.適正使⽤と危害防⽌︓農薬のばく露模式図

25

⽔質調査
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散布された農薬(粒⼦)が、⽬標物以外に飛散する現象

⼀般的に︓ ＞ ＞

ドリフトに伴う問題︓
• 公共⽤⽔域への農薬混⼊など環境への影響
• 近隣の農作物への影響
• 近隣の住⺠などとのトラブル 資料︓⽇本植物防疫協会JPPA

2.適正使⽤と危害防⽌︓農薬⾶散(ドリフト)とは

令和7年度農薬安全使⽤講習会

︖剤 ︖剤 ︖剤

粉剤 液剤 粒剤



要因 条件 備考

⾵速 強い 秒速３ｍ以上では問題を⽣じやすい

噴霧粒径 ⼩さい 0.1mm以下でドリフトしやすい

散布位置 散布対象作物か
ら離れている

散布位置が対象作物から遠いとドリ
フトしやすい

散布の向き 上向き 果樹、樹⽊など背丈の⾼い作物への
散布

散布量 多い 散布量が多いほど⾶散する量も多く
なる

送⾵ 強い スピードスプレヤーの場合

2.適正使⽤と危害防⽌︓ドリフトが起こりやすい要因

27令和7年度農薬安全使⽤講習会

m/秒 ⾵速の⽬安:秒速 3 m以上では問題を⽣じやすい。
0〜0.2 静穏。煙はまっすぐに昇る。
0.3〜1.5 ⾵向きは煙がなびくのでわかるが、⾵⾒には感じない。
1.6〜3.3 顔に⾵を感じる。⽊の葉が動く。⾵⾒も動きだす。
3.4〜5.4 ⽊の葉や細かい⼩枝がたえず動く。軽く旗が開く。
5.5〜7.9 砂埃がたち、紙⽚が舞い上がる。⼩枝が動く。
8.0〜10.7 葉のある灌⽊がゆれはじめる。池や沼の⽔⾯に波頭がたつ。
10.8〜13.8 ⼤枝が動く。電線が鳴る。傘はさしにくい。
13.9〜17.1 樹⽊全体がゆれる。⾵に向かっては歩きにくい。(←強⾵注意報)
･･･････ (https://www.kyuden.co.jp/effort_renewable_windpower_class.html)

https://www.kyuden.co.jp/effort_renewable_windpower_class.html)


2.適正使⽤と危害防⽌︓適切な農薬⾶散防⽌対策の基本操作①

28

①⾵が弱い時に⾵向に気を付けて散布する。

令和7年度農薬安全使⽤講習会

2.0 m/s

1.0 m/s

0.5 m/s

３ｍ⾵下地点に
感⽔紙を置く

１分間噴霧



×

〇

圃場中央部からの
ドリフト

圃場端部からの
ドリフト

⾵向

圃場の端部での
散布操作にとく
に注意する︕

散布は作物の
近くから正確

に︕

29

②散布の⽅向や位置に注意する。
2.適正使⽤と危害防⽌︓適切な農薬⾶散防⽌対策の基本操作②

令和7年度農薬安全使⽤講習会

作物を⾶び越えたり、
突き抜けを少なく

〇×
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③適切なノズルを⽤いて適正な圧⼒で散布する。
2.適正使⽤と危害防⽌︓適切な農薬⾶散防⽌対策の基本操作③

令和7年度農薬安全使⽤講習会

ノズルＡ
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）
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流
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L
/
分
）

50 μm100 μmドリフトの可能性 ⼩ ドリフトの可能性⼤平均粒径

粒径

圧⼒ 散布圧⼒を⾼めるほど発⽣する粒⼦は微
細になる︕

慣⾏ノズルも様々。発⽣す
る粒⼦が細かすぎるノズル
はなるべく使⽤しない。

粒径が⼩さいほどドリフトしやすくなる。



④ドリフト低減ノズルを使⽤する

令和7年度農薬安全使⽤講習会

空気を混⼊したタイプが主流
海外でも同様。

慣⾏ノズル
ドリフト低減
ノズル

粗⼤ノズルのドリフト低減効果

ド
リ
フ
ト
指
数

慣
⾏
ノ
ズ
ル
Ｂ
を
基
準
と
し
た
ド
リ
フ
ト
量
の
相
対
⽐

平
均
粒
径

(μm)
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2.適正使⽤と危害防⽌︓積極的なドリフト低減対策④

慣⾏ノズル ドリフト低減ノズル
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⑤ ドリフト量は散布量にほぼ正⽐例します。
適正散布量を超えた散布は無意味です。

防
除
効
果

散布量

ここまでが
適正散布量

この部分はほと
んど付着に寄与
していませんね。

令和7年度農薬安全使⽤講習会

⇧
⼤

⼩
⇩

⇦⼩ ⼤⇨

2.適正使⽤と危害防⽌︓適切な農薬⾶散防⽌対策の基本操作⑤
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農薬の施⽤⽅法別に⾶散状態を確認し、
⾶散対策技術をマニュアル化したもの
です。
1. ⾶散対策の⽬的
①⾶散のメカニズム
②⾶散に伴う問題
③⾶散に関する指導や規制

2. ⾶散対策の基本
①⾶散の要因とリスク
②基本的散布技術
③対策の組み⽴て⽅

3. 個々場⾯での対策技術
http://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/gaicyu/g_nouyaku/manual/pdf/all.pdf 無料ダウンロード可

2.適正使⽤と危害防⽌︓農薬⾶散防⽌対策マニュアル

令和7年度農薬安全使⽤講習会

http://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/gaicyu/g_nouyaku/manual/pdf/all.pdf


2.適正使⽤と危害防⽌︓農薬の保管と管理の注意事項

倉庫や納屋あるいは農薬専⽤の
保管庫に必ず鍵をかけて保管

誤飲の恐れがあるので、他の
容器には絶対に移し替えない。

飲⾷物や⾷器類とははっきり
区別して、⼦供や認知症など
の⽅の⼿の届かない所へ保管

危険防⽌のため、原液や希釈薬
液を⼩分けして保管したり他⼈
に譲渡しない。

使⽤済み農薬の空容器は、他の⽤
途には絶対使わないこと。
使⽤残農薬を茶やジュース等の空
容器への移し替えは禁⽌。

原図出典︓農薬⼯業会リーフレット及びシンジェンタジャパン㈱資料

移し替えは
絶対だめ︕

誤って飲む
事故が発⽣
しています︕

令和7年度農薬安全使⽤講習会 34



購⼊時、下記の事項を記載し捺印した書⾯
(譲受証、5年間保存)が必要︓
① 毒物⼜は劇物の名称及び数量
② 販売または授与の年⽉⽇
③ 譲受⼈の⽒名、職業及び住所
購⼊した毒劇物は他の⼈に譲渡できない。

盗難紛失を防ぐため︓
① 鍵のかかる場所に保管する
② 薬品の管理簿を作成し使⽤量、残量が把握できる体制作りをする。
③ 盗難・紛失事故が発⽣した場合には、直ちに警察署に届け出なければならな
い。

保管場所は⾶散、漏れ、浸みだし等を防ぐ︓
① 漏洩等の事故が発⽣した場合には、直ちに保健所、消防署⼜は警察署に届け
出る。

② 必要な応急の措置を講じる必要がある。

(独)農林⽔産消費安全技術センターしらべ(2018)

2.適正使⽤と危害防⽌︓農薬の保管と管理 毒劇物は特に注意

■毒物
■劇物
■それ以外

35令和7年度農薬安全使⽤講習会



農薬を使⽤したら、次の事項を帳簿に記載するよう努めなければならない。
(平成15年農⽔省・環境省令第5号)
① いつ使ったか︓ 年 ⽉ ⽇
② どこで使ったか︓ 場 所
③ 何に使ったか︓ 農作物等
④ 農薬の種類または名称
⑤ 農薬の単位⾯積当りの使⽤量または希釈倍数

 ⽣産履歴管理や栽培管理⽇誌としても記載できる。
 ゴルフ場では、農薬使⽤管理責任者を選任し、農薬の購⼊量、使⽤量を記録する。

1.情報提供で信頼が⾼まる。
2.農薬の効果的な使⽤法が検証でき、無駄な使⽤が減らせる。
3.技術のチェックで作業効率の安定、品質の向上、労働時間・経費の節約に役⽴つ。

期待できることは

2.適正使⽤と危害防⽌︓しっかり記帳しましょう。

記帳のポイントをわかりやすく説明してあります。

36令和7年度農薬安全使⽤講習会



37

2.適正使⽤と危害防⽌︓農薬の保管と管理 洗浄液の処理

散布作業後、散布器具、タンクやホースを洗うとき・・・
• 作物のそばでの洗浄や、住宅地周辺での洗浄は避ける。
• 河川、⽤⽔路、下⽔など⽔系に流出することの無い場所で洗
浄する。

• 洗浄液は、環境や後作に影響しないよう配慮し、作物の植え
付けされていない圃場の⼟壌に撒く。

令和7年度農薬安全使⽤講習会

洗浄液が河川、湖沼、⽤⽔路、
下⽔等の⽔系に流⼊すること
のない場所で洗浄しましょう。

作物のそばでの洗浄や、住宅地
周辺での洗浄は避けましょう。

散布⽤希釈液は使い切りが基本
ですが、少し残った場合も
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2.適正使⽤と危害防⽌︓農薬の保管と管理 空容器の処分

農薬は計画的に購⼊し、余らせて廃棄することのないよう使い切るのが
基本。
 農薬を付着したまま廃棄しない。
 空容器の３回洗浄の励⾏

•3回洗浄で農薬残液の99％以上が除去できる。
 使⽤済み農薬の空容器

•他の⽤途には絶対使わないこと。
 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 (廃掃法）

•空容器の野焼きは厳禁。
•空容器の処分にあたっては、基準に適合した処分を⾏う。

令和7年度農薬安全使⽤講習会
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使⽤残農薬
空容器

産 業 廃 棄 物 （事業活動に伴って⽣じた場合）

廃棄物処理業者に処理を委託
(産業⽤廃棄物処理業者は、知事等の許
可を受けた業者を選定する。)

［マニフェスト (管理票)の交付義務］

多くの⾃治体では「適正処理困難物質」
として、処理を受けつけてない。(家庭園芸⽤)

2.適正使⽤と危害防⽌︓農薬の保管と管理 空容器・廃農薬の適切な処分

⾃治体・地域
等で処理不可 JA経由など、地域の回収システムがあればそれに従う。

令和7年度農薬安全使⽤講習会

排⽔路へ流す、野焼き、埋⽴て処分等は不可
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2.適正使⽤と危害防⽌︓ 保護具の種類

マスク(国家検定合格品)
帽⼦ 保護メガネ

• ゴーグル型で曇り⽌め加⼯
• 上下部分に換気⼝
• メガネの上から装着できる⼤きさ

防除⾐
• フード付き
• ⻑袖・⻑ズボン
• 不浸透性・耐⽔性
• 防⽔性・通気性
• 軽くて作業しやすい
• ⽔洗い可
• ズボンの着脱時に引っ張っても
破れないこと

⼿袋
• 乳剤、⽔和剤の調製時はゴム
⼿袋かビニール⼿袋を着⽤

• 汗で不快な時はアンダー⼿袋
を。

• ⼿袋マーク表⽰の時は、不浸
透性素材を。

靴
• 防⽔性、滑りにくい靴底
• 農薬ラベルにゴム⻑靴着⽤があれ
ば必ず守る事。

• 防除⾐ズボンのすそを⻑靴より外
に出すこと。

令和7年度農薬安全使⽤講習会



⼀般的に、⽪膚からの吸収量を１と
すると、吸い込んだ場合はその約30
倍とり込まれやすいとされています。

• 農薬が体内に⼊るには、①⽪膚からの吸収、②⼝からの
飲下、③⿐や⼝からの吸⼊があります。

• ①、②、③の急性毒性の強さを⽐較すると、⼀般に、
１対10対30のような関係になるとされています。

• マスク着⽤は、②と③を同時に防⽌することができます。
• また、農薬散布は重労働で、呼吸量は平時の数倍に増え
ることもあり、マスク着⽤は安全対策上とても有効です。

2.適正使⽤と危害防⽌︓農薬⽤マスクは、安全対策上こんなに有効︕

41令和7年度農薬安全使⽤講習会
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2.適正使⽤と危害防⽌︓農薬事故の応急処置

医師への連絡
1. ⾝体に異常を感じたら、必ず医師に連絡、
指⽰に従う。

2. 吐かせてはいけない場合
• 意識障害やけいれんのあるとき
• ⽯油系の溶剤を使ったものを飲んだとき
• 粘膜腐蝕性のものを飲んだとき

3. 医師には次のことを必ず伝える。
• 農薬の名称
• 情況 (散布中か、誤飲か、⾃殺か等)
• 量および時刻
• 農薬の現物 (ラベル付き)があれば持参

令和7年度農薬安全使⽤講習会 42



2.適正使⽤と危害防⽌︓最近の農薬事故 ヒトの被害 (全国)

農林⽔産省 43令和7年度農薬安全使⽤講習会

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

主
に
散
布
中

マスク、メガネ、服装等装
備不⾜ 6 (6) 6 (7) 3 (3) 2 (2) 2 (2) 4 (5) 1 (1)

使⽤時に注意を怠ったため
本⼈が暴露 1 (1) 1 (1) 1 (1) 2 (2) 1 (1) 1 (1) 0 (0)

防除機の故障、操作ミス 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 2 (2) 0 (0) 0 (0)
散布農薬の⾶散 2 (8) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 0 (0)

主
に
保
管
・

管
理
中

農薬使⽤者の作業管理不良 1 (7) 4 (14) 5 (17) 4 (6) 3 (11) 2 (16) 4 (11)
保管管理不良、泥酔等によ
る誤飲誤⾷ 6 (11) 3 (3) 2 (2) 8 (9) 6 (6) 4 (4) 9 (9)

運搬中の容器破損、転倒等 0 (0) 1 (5) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (1)
その他 2 (2) 2 (4) 0 (0) 0 (0) 2 (2) 1 (1) 0 (0)
原因不明 2 (2) 7 (7) 0 (0) 6 (6) 3 (3) 5 (5) 5 (31)

計 21 (38) 25 (42) 11 (23) 22 (25) 19 (27) 18 (33) 20 (53)

件(⼈数)



2.適正使⽤と危害防⽌︓ 最近の農薬事故 農作物・家畜への被害 (全国)

被害対象 2019 2020 2021 2022 2023
農作物a 8 12 8 11 24
家畜 0 0 0 1 1
蚕 0 0 0 0 0
⿂類b 7 9 5 5 1
蜜蜂c 43 29 15 17 10

件

(注) a: ドリフトによる稲の⽣育不良や葉の変⾊、たまねぎの⽣育不良、なしの花の
枯死、なすの枯死。クロルピクリン使⽤後に被覆をしなかったり、⾼温で揮
発量が増加し野菜類の葉が変⾊。薬剤の誤⽤で葉物野菜が枯死。等

b: 農薬を河川に廃棄し、河川⽔から農薬の成分が検出された。
因果関係は明確ではないが、農薬の成分が河川及び斃死⿂から検出された。

c: 2015年度までは全国被害調査、2016年度以降は都道府県が「被害の原因が、
農薬以外の可能性が⾼いと考えられる」と判断したものを除いた件数。

44令和7年度農薬安全使⽤講習会
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本⽇の内容
1. 農薬取締法の概要
2. 適正使⽤と危害防⽌
3. 街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤
4. 残留基準値超えの例
5. ドローン散布と⼟壌燻蒸剤について
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3.街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤︓住宅地・街路樹の農薬散布⾵景

気中濃度
(吸い込む)

落下ミストや
枝からのしずく

下草や⼟壌 (⽪膚に接触したりペットが舐める)

リスク
• 作業者
• ⼊園者
• 通⾏者
• 近隣住⺠
• 建築物
• ⾃動⾞
• ペット

令和7年度農薬安全使⽤講習会
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3.街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤︓実態と通知の改正点 実態調査①

http://www.env.go.jp/press/files/jp/9073.pdf

⾃治体における街路樹、公園緑地等での防除実態調査結果 (2007年環境省)

被害の多い樹種・草種 報告の多い病害⾍

サクラ
17%

ツバキ
類16%

その他
36%

ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ
20%

イラガ類
13%

ﾁｬﾄﾞｸｶﾞ
11%

その他
27%

アメリカシロヒトリ イラガ

チャドクガ ヒロヘリアオイラガ

公園・街路樹等病害⾍・雑草マニュアルより

令和7年度農薬安全使⽤講習会

http://www.env.go.jp/press/files/jp/9073.pdf


48http://www.env.go.jp/press/files/jp/9073.pdf

散布の判断は︖ 散布の範囲
は︖

被害がみられないのに、定期的な散布をしていることが問題
⇒事故リスクや抵抗性リスク

概ね決まった時期
に定期的散布
17%

発⽣に合わせて
77%

その他
6%

発⽣樹
単位
40%

発⽣部分
(枝)のみ8%

その他
10%

植樹区画
単位
42%

3.街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤︓実態と通知の改正点 実態調査②

令和7年度農薬安全使⽤講習会

http://www.env.go.jp/press/files/jp/9073.pdf
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健康不安に関する
訴え107件

異臭28件

ペット等の
被害19件

健康被害
(医療機関受診)
18件

その他
30件 謝罪・補償

31%

散布時期
の調整
31%

散布時期
の中⽌
12%

種類の変更
7%

説明会・
広報9%

要領の
策定4%

⾶散の
調査1%

その他
10%

頻度の⾼いもの3つを調査

洗濯物・⾞に
汚染等118件

3.街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤︓実態と通知の改正点 実態調査③

令和7年度農薬安全使⽤講習会
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「住宅地等における農薬の使⽤」については、法令で規定されている。
農薬取締法第⼆⼗五条第1項「農薬の使⽤の規制」に基づく「農薬を
使⽤する者が遵守すべき基準を定める省令第6条」

農薬使⽤者は、住宅、学校、保育所、病院、公園その他の⼈
が居住し、滞在し、⼜は頻繁に訪れる施設の敷地及びこれら
に近接する⼟地において農薬を使⽤するときは、農薬が⾶散
することを防⽌するために必要な措置を講じるよう努めなけ
ればならない。

3.街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤︓農林⽔産省・環境省令第五号

令和7年度農薬安全使⽤講習会
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3.街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤︓住宅地等における農薬使⽤
2013 年4⽉26 ⽇の主な改正点の概要 (1)

1. 地⽅公共団体が⾏う病害⾍防除における取組の推進
• 植栽管理を業務委託する際の業者⼊札要件に「実施責任の資格保有」を規定す
ること。

• 植栽管理部局の担当者は、通知周知・徹底を⽬的とした研修へ定期的に参加す
ること。

• 周辺住⺠からの相談に応じる窓⼝設置など体制整備を⾏うこと。

2. 住宅地等の定義変更 (農薬使⽤を規制する対象の拡⼤)
• 学校、保育所病院公園等の共施設内
• 街路樹
• 住宅地に近接する森林等
• ⼈が居住し、滞在し、または頻繁に訪れる⼟地または施設の植栽
• 住宅地内及び住宅地に近接した農地(市⺠農園や家庭菜を含む)において栽培さ
れる農作物

令和7年度農薬安全使⽤講習会
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2013 年4⽉26 ⽇の主な改正点の概要 (2)
3. 周辺住⺠への周知の強化
事前に周辺住⺠に対して、農薬使⽤
の⽬的、散布⽇時、使⽤農薬の種類
について⼗分な周知に努めること。
ただし、⾃らの敷地内において、周辺への⾶散が
考えられないような⽅法で散布する場合は、周辺
住⺠への周知を⾏うことは求められておりません。

公園・街路樹等病害⾍・雑草マニュアル(環境省)

事前に周辺住⺠に対して、農薬使⽤
の⽬的、散布⽇時、使⽤農薬の種類
及び農薬使⽤者等の連絡先を⼗分な
時間的余裕を持って幅広く周知する
こと。その際、過去の相談等により、
近辺に化学物質に敏感な⼈が居住し
ていることを把握してる場合には、
⼗分配慮すること。

4. ⽴ち⼊り規制
⽴て看板の表⽰等により、散布区域
内に農薬使⽤者及び農薬使⽤委託者
以外の者が⼊らないよう最⼤限の配
慮を⾏うこと。

⽴て看板の表⽰、⽴⼊制限範囲の設
定等により、散布時や散布直後に農
薬使⽤者以外の者が散布区域内に⽴
ち⼊らないよう措置すること。

3.街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤︓住宅地等における農薬使⽤

令和7年度農薬安全使⽤講習会
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以前と同じだけど重要な点
1.不必要な農薬散布はできるだけ抑制する。
• 定期的な散布は⾏わず、病害⾍の発⽣に応じた適切な防除の実施
• 病害⾍の発⽣しにくい作物の選定や環境の整備
• 農薬散布に頼らない防除⽅法の選択

2.やむを得ず、農薬を散布する場合には
• 最⼩限の区域に留める
• ラベル (回数、使⽤量、濃度等)及び使⽤上の注意事項遵守
• ⾵の強さ、散布時間帯、ノズルの向き等に注意
• 周辺への事前周知
• 使⽤農薬の記帳
• 農薬の現地混⽤はしない。(特に有機リン剤)

3.散布後に周辺住⺠等から体調不良等の相談があった場合、農薬中毒に詳しい病院
⼜は⽇本中毒情報センターの相談窓⼝等を紹介

3.街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤︓住宅地等における農薬使⽤

令和7年度農薬安全使⽤講習会



1. 農薬を⽤いない防除
① 病害⾍の早期発⾒発⽣初期であれば物理的防除 (剪定、焼却、こも巻など)
で対応可能

② 発⽣原⽊の除去
③ 病害⾍に強い作物や樹種、品種の利⽤

2. 安全を優先とした農薬の使⽤
① 農薬の適期使⽤

• 被害の拡⼤する前に使⽤
• 全⾯散布でなく、発⽣部分にスポット散布

② ⾶散の⼼配が無い農薬の使⽤
③ ⾶散防⽌対策の実施

3. 農薬使⽤の際の周辺住⺠対策
① 使⽤に関する事前周知の実施
② 使⽤後の⽴⼊制限の実施

3.街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤︓公園・街路樹の防除

54

⾶散する⼼配のない
農薬の例

低灌⽊ (つつじ)類には
粒剤、⼟壌処理剤などカプセル剤

樹幹注⼊剤

公園・街路樹等病害⾍・雑草管理マニュアル
優良事例集より

フェロモン剤

令和7年度農薬安全使⽤講習会
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• 病害⾍の防除は、早期発⾒と時期を逃さずに対処することが重要
• しかし、病害⾍の発⾒後に防除の⽅法や住⺠の意⾒集約などを⾏う場合、防
除実施までに時間がかかり、適期を逸するおそれがある。

• このため、病害⾍の発⾒から防除の判断・実施に⾄る流れをガイドライン等
で事前に定めておくことが望ましい。

• 例えば、公園の管理責任者など防除について知⾒のある者が、そのガイドラ
インを参考に地域の実情等にあわせた「管理⽅針」の草案を作成し、住⺠と
の相談の上、その町内会等における防除の基本⽅針として定めておくなど。

• 農薬散布に係る苦情等に備えて、相談窓⼝を設置し、農薬散布状況 (散布の
⽬的、農薬名、農薬散布⽇時、剤型、希釈倍率等)を集中的に情報管理するこ
とが望ましい。

• 散布場所の管理者が、散布状況について良く把握し、市⺠からの問い合わせ
等に対応できるよう体制整備を⾏う。

3.街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤︓望ましい体制づくり

令和7年度農薬安全使⽤講習会
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https://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/hisan_risk/
manual1_kanri/koen_h30.pdf

無料ダウンロード可

3.街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤︓参考になるマニュアル

令和7年度農薬安全使⽤講習会

内 容
1. 本マニュアルの趣旨、⽬的
2. 基本的事項
3. 植栽樹⽊等の選定・配置
4. 主要な病害⾍
5. 発⽣確認と防除の判断
6. 物理的防除
7. 農薬による防除
8. 病害⾍への理解の増進
9. 関係法令・通知
10.参考⽂献等

https://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/hisan_risk/


https://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/hisan_risk/manual1_kanri_cases.html

57

公園マニュアルの優良な活⽤事例を取り
まとめ、平成 25年4⽉と29年3⽉に優良
事例集として環境省がホームページで公
表。

① 地⽅公共団体や防除業者において、
関係者に対して公園マニュアルの内
容を普及啓発。

② 公園マニュアルの内容に基づき、適
切な防除を実施

3.街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤︓公園マニュアルの優良事例集

令和7年度農薬安全使⽤講習会

無料ダウンロード可

https://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/hisan_risk/manual1_kanri_cases.html


農薬を散布する場合は、事前に周辺住⺠に対し、農薬
使⽤の⽬的、散布⽇時、使⽤農薬について以下の留意
点に配慮し、⼗分な周知に努めてください。

近隣に学校、幼稚園、通学路等がある場合には周知とともに、散布
の時間帯に最⼤限配慮してください。

農薬散布は、無⾵または⾵が弱いときに⾏うなど、⾶散が少ない気
象条件や時間帯を選ぶとともに、周辺地域での⼈出が少ない時間帯
を設定してください。

住宅地付近では、窓を閉め洗濯物を屋外に⼲さないことや乗⽤⾞を
付近に駐⾞しないよう、あらかじめ要請していただくとともに、散
布時にも確認してください。

住⺠からの問い合わせに対応できるよう連絡先を表⽰してください。

3.街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤︓周辺住⺠に対する事前の周知について

⽚付けて
おく

農薬散布のお知らせ
〇⽉〇⽇
□□□□□
連絡先
〇〇〇〇

⽴ち⼊り
制限

駐⾞していないか

窓は閉まって
いるか

地域・住⺠に事前通知

⾵の向き、
強さに注意

⽴看板

遊具などは被
覆するとよい
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3.街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤︓学校の場合

令和7年度農薬安全使⽤講習会
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周辺住⺠の安全・安⼼の確保対策

信頼醸成のための⾏動
１．適切な⾶散防⽌対策 ⇨ 周辺住⺠および環境の安全確保
２．正しい知⾒に基づく説明 ⇨ 周辺住⺠の理解と納得

安全を安⼼に変えるには、信頼が必要

科学的に安全を証明しても、必ずしも安⼼を確保したことにはならな
い (安全は安⼼のために必要ではあるが⼗分ではない)。

安全︓科学的な根拠に基づく客観的なもの
安⼼︓⾃ら理解・納得して得られる主観的なもの

3.街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤︓安全から安⼼へ

令和7年度農薬安全使⽤講習会



本⽇の内容
1. 農薬取締法の概要
2. 適正使⽤と危害防⽌
3. 街路樹、公園や住宅地での農薬使⽤
4. 残留基準値超えの例
5. ドローン散布と⼟壌燻蒸剤について

令和7年度農薬安全使⽤講習会 61



輸⼊農産物
港、空港

都道府県の監視
（収去検査）

国産農産物

消
費
者

⽣産者団体に
よる⾃主検査

流通・消費者団体
による⾃主検査

検疫所の検査

市場

4.残留基準値超えの例︓残留農薬の監視体制
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年 輸⼊農産品 国産農産品
2018 166/1,792,177件(0.009%) 47/1,330,328件 (0.004%)
2017 140/1,820,355件(0.008%) 34/1,273,378件 (0.003%)
2016 171/1,803,789件(0.009%) 19/1,213,404件 (0.004%)
2015 187/1,722,335件(0.011%) 44/1,258,542件 (0.003%)
2014 244/1,940,341件(0.013%) 38/1,195,272件 (0.003%)
2013 211/2,156,829件(0.010%) 29/1,296,732件 (0.002%)
2012 325/2,903,459件(0.011%) 46/1,281,284件 (0.004%)
2011 378/3,027,607件(0.012%) 78/1,337,488件 (0.006%)
2010 365/3,049,606件(0.012%) 73/1,294,451件 (0.006%)

基準値超過品は市場から排除されます。

4.残留基準値超えの例︓基準値超過件数 (2010〜2018年、厚⽣労働省)

令和7年度農薬安全使⽤講習会



全128件

作物別 ラベル違反 ドリフト 器具汚染 後作残留 不明 計
しゅんぎく 2 4 5 6 3 20
ほうれんそう 4 5 3 0 1 13
こまつな 2 2 2 1 2 8
ピーマン 5 1 0 0 1 7
にら 2 3 0 0 1 6

エトフェンプロックス 12件
EPN 8件
ダイアジノン 6件
フェニトロチオン 5件
トルフェンピラド 5件
ホスチアゼート 5件

4.残留基準値超えの例︓基準値超過件数 (2012〜2018年、農⽔省)

https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_monitor.html
77

ラベル違反
(51件)

ドリフト(30件)

器具汚染
(24件)

不明
(14件)

令和7年度農薬安全使⽤講習会
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4.残留基準値超えの例︓基準値超過の主な原因①

1. ラベルを良く⾒ずに、使えない作物に使⽤
• 適⽤がある他の作物と同じ害⾍が出たので使⽤した。
• 似ている作物に使えたので使⽤した(あるいは使えると誤解した)。

2. 希釈倍数を守らなかった。
• ⽬分量で計量しており、2000倍希釈を1000倍希釈で使⽤した。

3. 使⽤時期を守らなかった。
• 他の作物で収穫前⽇まで使えたので、収穫前⽇数７⽇のところを
収穫前⽇に使⽤。

4. 防除器具の洗浄が不⼗分なまま使⽤
• 僅かな混⼊でも⼀律基準の作物には基準値超過
となる可能性がある。 ホースが盲点!

令和7年度農薬安全使⽤講習会
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4.残留基準値超えの例︓基準値超過の主な原因②

5. 隣接する作物に使⽤した農薬が⾶散

6. 育苗箱等に使⽤した薬剤が後作物に残留

7. 過去の使⽤薬剤 (エンドリン、ヘプタクロール) 検出

8. その他 (原因が特定できないもの)

対策例
1. 後作物を作らない場所で⾏う。
2. 周囲にこぼれ落ちないようにする。
3. 灌⽔時に薬剤を含んだ⽔がハウス
⼟壌に浸透しないように、不透性
の無孔ビニールシート等を敷く。

令和7年度農薬安全使⽤講習会



4.残留基準値超えの例︓間違いやすい作物

67

植物学的にはすべてナス科ですが、農薬登録上は別の作物ですから、
農薬の使⽤⽅法も異なります。

誤認の多い農作物をまとめると
1. 名前が似ている場合。
2. 形態が似ている場合。
3. 同じ作物だが、収穫部位が違う。
4. 同じ作物だが、収穫時期が違う。

これらは農薬の登録が異なる場合
が多い。

令和7年度農薬安全使⽤講習会



本日の内容

1. 農薬取締法の概要

2. 適正使用と危害防止

3. 街路樹、公園や住宅地での農薬使用

4. 残留基準値超えの例

5. ドローン散布と土壌燻蒸剤について

68令和7年度農薬安全使⽤講習会



航空法の規制対象となる無⼈航空機は、⾶⾏機、回転翼航空機、滑空機、⾶⾏船であって構
造上⼈が乗ることができないもののうち、遠隔操作⼜は⾃動操縦により⾶⾏させることがで
きるもの(100g未満の重量(機体本体の重量とバッテリーの重量の合計)のものを除く)

69

5.ドローン散布と⼟壌燻蒸剤について︓無⼈航空機の定義

無⼈航空機による農薬散布に係る法規制
農薬取締法 (農林⽔産省)
航空法（国⼟交通省）︓第132条
道路交通法（国家公安委員会）︓第76条、第77条
電波法（総務省）︓第4条（無線局の開設）
⺠法（法務省）︓第207条（⼟地所有権の範囲）
⼩型無⼈機等⾶⾏禁⽌法（警察庁） ︓第8条第1項
条例等（条例制定の各⾃治体）

令和7年度農薬安全使⽤講習会

国⼟交通省航空局:
無⼈航空機(ドローン、
ラジコン機等)の安全な⾶
⾏のためのガイドライン



① 使⽤基準の遵守
使⽤者は、農作物や⼈畜、周辺環境等に危被害を及ぼさないようにする責務を有す
るとともに、使⽤⽅法を始め、希釈倍数、使⽤量等を遵守できる範囲で使⽤（濃度
や散布量で登録の範囲を超えて使⽤することはできない）

② 住宅地通知等の遵守
⾶散防⽌、周辺住⺠や養蜂業者への事前周知など

③ 無⼈マルチローターでの散布が可能な農薬
使⽤⽅法に「無⼈航空機(⼜は無⼈ヘリコプター)による散布(⼜は滴下)」の表⽰が
ある農薬。但し、それ以外の「散布」「全⾯⼟壌散布」等の表⽰がある農薬につい
ても、その使⽤⽅法を始め、希釈倍率、使⽤液量等が遵守できる場合には使⽤する
ことができる。課⻑通知（29消安第4974号、30消安第5541号）
注意︓ ｢空中散布｣の表⽰では無⼈航空機(ドローン等)による散布は不可。
☞「空中散布」とは「有⼈航空機によって広域に散布すること(課⻑通知 29消安第
4974号)」。ラベルを読み違わないよう要注意。

（公社）緑の安全推進協会 70

5.ドローン散布と⼟壌燻蒸剤について︓ドローン散布と農薬取締法①

令和7年度農薬安全使⽤講習会



④ 散布が困難あるいは散布が出来ない農薬
1. 無⼈航空機(ドローン等)での散布が現在の技術・装置等からみて
実質的に困難（あるいはドローン散布のメリットが無い）な薬剤
（以下の例）

• 単位⾯積当たりの散布液量が多い場合
例︓1000倍液を10 a当たり200〜700L散布
(斜⾯地などメリットがある場合には使⽤実績あり）

• 株元散布、果実散布などの局所的散布
2. 無⼈航空機(ドローン等)での散布が法的に不可
• 使⽤⽅法で散布(施⽤)機器が指定されている
例︓⽥植同時散布機での施⽤、空中散布(有⼈)

• ⼟壌潅注、ジャンボ剤の投げ⼊れなど、散布以外の使⽤⽅法の農薬

（公社）緑の安全推進協会 71

5.ドローン散布と⼟壌燻蒸剤について︓ドローン散布と農薬取締法②

令和7年度農薬安全使⽤講習会



① ドローンの⾶⾏は許可が必要
ドローンによる農薬散布は、航空法の規制対象となる「特定⾶⾏」に定義される。
特定⾶⾏とは、100 g以上の無⼈航空機を屋外で⾶⾏させる際に許可・承認が必要
な⾶⾏を指す。(航空法132条の85第1項第1号、第2号）

農
薬
の
散
布
は
こ
れ
に
該
当

国⼟交通省「無⼈航空機を屋外で⾶⾏させ
るための⼿続きについて」はこちら

72

A〜Dの空域︓安全⾯の措置をした上で、許可を受ける必要あり

5.ドローン散布と⼟壌燻蒸剤について︓ドローン散布と航空法①

令和7年度農薬安全使⽤講習会
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通
常
の
農
地
で
の

農
薬
散
布
の
場
合

DIPS2.0(ドローン情報基盤システム2.0)

負傷者発⽣時は
救護義務あり。

 第三者︓無⼈航空機の⾶⾏に直接⼜は間接的に
関与していない者

 カテゴリーⅡでは「⽴⼊管理措置」が必要

・⼆等︓⼆等無⼈航空機操縦⼠／国家資格
・国家資格は不要(➡いずれ必要︖)
・⺠間資格取得など⾶⾏経験･知識･技能は必要

紙、電⼦媒体どちらも可。常時携⾏し、
必要に応じて提⽰ (内容︓⾶⾏記録・
⽇常点検記録・点検整備記録)

型式認証︓メーカーが登録申請
機体認証︓使⽤者が登録申請
なお、機体登録、登録記号表⽰、
リモートID機器装着は必要

免除規定︓2022年6⽉19⽇以前の登録機体

5.ドローン散布と⼟壌燻蒸剤について︓ドローン散布と航空法②

令和7年度農薬安全使⽤講習会



2021年度は、死亡事故及び⼈⾝事故は発⽣しなかったものの、架線や建物等に接触
した物損事故が多く報告されている。事前確認不⾜による障害物等の⾒落としが主
な事故原因と考えられる事故事例が多く報告されている。また、不適切な⾶⾏⽅法
による事故の割合が増えてきている。

空中散布の実施前には、散布区域周辺の架線等の危険個所、実施除外区域、⾶⾏経路
等の実地確認を⾏い、操縦者と補助者の互いの役割を確実に⾏えるよう綿密な相互コ
ミュニケーションを常に⼼がけることが重要。

74

5.ドローン散布と⼟壌燻蒸剤について︓ドローン散布の事故(2019〜2021)

事故を起こした⾶⾏⽬的
の約8割は農薬散布

(⼀社 農林⽔産航空協会)

令和7年度農薬安全使⽤講習会



1.保護具︓ゴーグル型の保護メガネ、⼟壌燻蒸剤⽤の保護マスク、不浸透性⼿袋･防除⾐、ゴム⻑靴
2.器具の点検︓薬量、液漏れ、ノズルの⽬詰まり
3.薬剤の点検︓開栓時の噴出に注意
4.圃場の作業︓
 注⼊されたクロルピクリンは⼟中ですぐガス状になり拡散して効果を
発揮するため、適切な被覆(ポリエチレン製シートなど)を⾏う。被覆
期間は地温に準じる(25〜30℃で約10⽇間、7〜10℃で20〜30⽇間)。

 早朝の涼しい時間に⾏い、作業は⾵下から⾵上へ。
 ⼈家･畜舎･鶏舎が⾵下になる場合は作業を⼀時中⽌。
 クロルピクリン⽸に⽔を張らない(⾦属腐蝕防⽌、効果不⾜予防)。

5.被覆除去︓ ガスが完全に抜けた後、移植(播種)直前に被覆を除去
6.器具の洗浄︓灯油を使⽤(⽔を使うと腐⾷する)
7.空き⽸･瓶の処分︓ 使い切りを⼼がける。残液処理は周囲に影響を及ぼさない
場所の⼟にくぼみを作り、そこに収まるよう⽸を倒⽴(1〜2⽇で残液消失)。
1か⽉後に⽸を元に戻して臭気のないことを確認し、空容器は適切に廃棄処分する。

8.保管⽅法︓直射⽇光を避け低温。 と表⽰した専⽤の保管庫に鍵をかけて保管。
75

6.ドローン散布と⼟壌燻蒸剤について︓クロルピクリンの安全使⽤
⼟壌中の病原菌、害⾍、センチュウなどを防除するクロルピクリンはガスとして効果を発揮するため、正しい使い
⽅をしないと作業者や、付近の住⺠、作物に悪影響を与えることになる。近年、住宅や畜舎が圃場に近接するケー
スが多くなり、使⽤に当たっては⼀層注意深く、安全で正しい作業を⾏うよう⼼がけなければならない。

医薬⽤外劇物

⾵
上

⾵
下

ビニールハウスなど
施設内でも被覆すること。
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適正使⽤運動の7項⽬ (クロップライフジャパン)
1.使⽤前にラベルや説明書をよく読んでください。
2.住宅地周辺では近隣に使⽤計画を事前連絡してください。
3.農薬⽤マスク・⼿袋など保護具を着⽤してください。
4.圃場の外に⾶散・流出しないように使⽤してください。
5.使⽤履歴を記帳してください。
6.⾷品と区別し、カギをかけて保管してください。
7.空容器などの廃棄物は正しく処分してください。

まとめ︓農薬危害防⽌運動と適正使⽤運動

76令和7年度農薬安全使⽤講習会



(公社)緑の安全推進協会とクロップライフジャパンでは農薬の安全使⽤を分かりや
すく解説したリーフレットを作成しています。講習会、研修会、勉強会等でご⼊⽤
の⽅にお送りしています(無償)。ご要望の⽅はHP記載の申込書にリーフレットの種
類、必要数等をご記⼊の上、当協会（メール midori@midori-kyokai.com また
は FAX 03-5209-2513） までお申込ください。

緑安協からのお知らせ︓リーフレット類

令和7年度農薬安全使⽤講習会 77
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(公社)緑の安全推進協会では農薬安全対策事業の⼀環として「のうやく電話相談」
を開設しています。農薬に関する疑問や質問など何でも結構です。
担当者で分からないことは、どこの誰に聞けばよいか、何を⾒て調べれば よいか等、
迅速に対応させていただいております。お気軽にご利⽤ください。
専⽤電話番号︓03-5209-2512
相談受付時間︓午前9時から午後5時まで (⼟、⽇、祝祭⽇を除く)

デラウエアの〇〇防除には何
が使えますか︖また、注意点
はありますか︖

□□が使えますが、有効成
分の総使⽤回数が3回です。
ラベルの注意書をよく読ん
でお使いください。

昨⽇散歩した近くの⽥んぼ
で農薬が使われていたので
すが、おなかの⾚ちゃんが
⼼配です。

農薬は健康影響を厳格に
審査され、適正な使⽤が
義務づけられています。
状況を伺った限り懸念は
ないでしょう。

緑安協からのお知らせ︓のうやく電話相談

令和7年度農薬安全使⽤講習会



(公社)緑の安全推進協会では農薬安全対
策事業の⼀環として、「講師派遣事業」
を展開しております。勉強会等への講師
派遣の希望がございましたら、ご遠慮な
くお申し込み下さい。講演内容に応じた
適任の講師を派遣致します。本事業につ
いての詳細は当協会のホームページ
http://www.midori-kyokai.com/ 
をご覧願います。電話でのご相談は
03-5209-2512まで。

緑安協からのお知らせ︓講師派遣事業

令和7年度農薬安全使⽤講習会 79

2022年8⽉愛媛県今治市JAおちいまばり直売所
「農薬とマスクのセミナー」

http://www.midori-kyokai.com/


お話は以上です。
ご清聴有難うございました。
お疲れさまでした。

令和7年度農薬安全使⽤講習会 80

参考︓
 クロップライフジャパンHP
 公益社団法⼈ 緑の安全推進協会HP



休憩
次の講義は15時35分からです
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令和７年8⽉23⽇
⼤阪府健康医療部⽣活衛⽣室薬務課

農薬安全使⽤講習会
毒劇物の取扱上の留意点について
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本⽇の次第

略称 正式名称
法 毒物及び劇物取締法
施⾏令 毒物及び劇物取締法施⾏令
施⾏規則 毒物及び劇物取締法施⾏規則

資料に出てくる法令の略称と正式名称

０．はじめに
１．毒物・劇物の販売購⼊について
２．毒物・劇物の保管と取扱いについて
３．毒物・劇物の廃棄、事故・盗難時の措置について
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０．はじめに
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農薬が受ける法規制
農薬の中には、毒物、劇物に該当するものがあります。
そのような農薬は農薬取締法に加え、毒物及び劇物取締法の規制を受けます。

イミダクロプリド パラコート リン化アルミニウム
主な商品名︓
アドマイヤー®⽔和剤
区分︓劇物
⽤途︓殺⾍剤

主な商品名︓
プリグロックス®L

区分︓毒物
⽤途︓除草剤

主な商品名︓
フミトキシン®

区分︓毒物（特定毒物）
⽤途︓殺⾍剤

※同⼀成分が含まれていても濃度
により劇物に該当しない農薬もある

毒物劇物たる農薬（例）
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法第12条第1項
毒物・劇物を業務上取り扱う者は、毒物⼜は劇物の容器及
び被包に、
 「医薬⽤外」の⽂字及び
 毒物については⾚地に⽩⾊をもって「毒物」の⽂字
 劇物については⽩地に⾚⾊をもって「劇物」の⽂字
を表⽰しなければならない。

毒物劇物容器の表⽰
• 使⽤する農薬が毒物劇物に該当するかは、容器の表⽰から判別できます。

医薬⽤外毒物 医薬⽤外劇物
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毒物劇物を規制する法律
毒物及び劇物取締法は⼈体に有害な化学物質による危害の防⽌を⽬的としたものです。

法第1条
この法律は毒物及び劇物について、保健衛⽣上の
⾒地から必要な取締を⾏うことを⽬的とする。
→ 法令遵守が危害防⽌に役⽴つ

営業・使⽤に伴う⼿続き
 業の申請、届出
 譲渡⼿続き
 交付の制限

廃棄、事故盗難時の措置
 廃棄時の技術上の基準
 事故時の措置

保管・取扱い
 保管、運搬時等の取扱い
 容器、保管場所への表⽰
 運搬等について

技術上の基準

毒物及び劇物取締法の規制（概要）
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毒物及び劇物取締法における規制対象業者とは
①毒物劇物営業者 （国内流通に関与）
 毒物劇物製造業
 毒物劇物輸⼊業
 毒物劇物販売業

②業務上取扱者
 届出を要する者

 電気めっき業者
 ⾦属熱処理業者
 運送業者
 しろあり防除業者

 届出を要しない者
 学校、⼯場、農業者等

③その他
 特定毒物研究者
 特定毒物使⽤者
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（参考）規制対象物質の分類と販売業者の種類

規制対象物質
毒物

特定毒物

その他の毒物
劇物

規制対象物質の分類

特定毒物は、その取扱いについてその他の毒物、劇物よりも厳しい制限が設けられている。

特定毒物 その他の毒物・劇物

所持できる者

毒物劇物営業者、特定毒物研究者⼜は特
定毒物を使⽤することができる者として
品⽬ごとに政令で指定する者（以下「特
定毒物使⽤者」という。） のみ

法律上規定なし

使⽤できる者 特定毒物研究者、特定毒物使⽤者のみ 法律上規定なし

使⽤⽬的
品⽬ごとに政令で定める⽤途以外での使
⽤は禁⽌ 法律上規定なし
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業務上取扱者の法令遵守事項
• 業務上取扱者は、毒物劇物の保管管理、取扱い、廃棄、運搬・貯蔵、事故・盗難時の措置について、遵守する必要があり
ます。

毒物劇物の取扱い 法第11条
盗難・紛失、外部への流出、誤飲を防ぐ

毒物劇物の表⽰ 法第12条第1項及び第3項
毒物劇物であることを判別する

毒物劇物の廃棄 法第15条の2
技術的要件を満たして廃棄する

毒劇物の運搬、貯蔵 法第16条第1項
技術的要件を満たして運搬・貯蔵する

事故・盗難時の措置 法第17条
事故・盗難時に適切な公的機関に連絡する
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１．毒物・劇物の販売購⼊について
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毒劇物の販売・授与の禁⽌
• 毒物劇物営業者でなければ、毒物劇物を販売・授与することができません。

法第3条第3項
毒物⼜は劇物の販売業の登録を受けた者でなければ、
毒物⼜は劇物を販売し、授与し、⼜は販売若しくは授与
の⽬的で貯蔵し、運搬し、若しくは陳列してはならない。
（製造業者、輸⼊業者は限定的に販売可）

購⼊した毒物及び劇物は、毒物劇物営業者でない限り他
⼈に有償、無償問わず譲り渡してはならない。
例えば、無登録の状態で、サンプル品の譲り渡しをしたり、余った毒物劇物たる農薬を他⼈に
譲り渡したりすることはできない。
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譲渡⼿続き
• 毒物劇物営業者は毒物劇物を譲渡した際は、いつ、だれに、何を、どれだけ譲渡したのか 記録に残さなければなりません。

法第14条
毒物劇物営業者は、毒物⼜は劇物を販売⼜は授与したときは、
以下の事項を書⾯に記載しておかなければならない。
① 毒物⼜は劇物の名称及び数量
② 販売⼜は授与の年⽉⽇
③ 譲受⼈の⽒名、職業及び住所
（法⼈名称及び主たる事務所所在地）

（毒物劇物営業者以外の者に販売する際には、譲受⼈から、
上記事項を記載し押印した⽂書の提出をうける必要がある）

販売⼜は授与の⽇から５年間保存
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毒物劇物に関する情報提供（１）
• 毒物劇物を販売授与する際は、毒物劇物についての情報を提供する必要があります。

施⾏令第40条の9
毒物劇物営業者は、毒物・劇物を販売・授与するとき
は、販売・授与する時までに譲受⼈に対し、当該毒物・
劇物の性状及び取扱いに関する情報を提供しなければ
ならない。

情報提供は書⾯（電⼦メールでの送付、HPアドレスの提供も可）

毒物劇物営業者 譲受⼈
情報提供⽂書（SDSなど）
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【情報提供する内容（施⾏規則第13条の12）】

毒物劇物に関する情報提供（２）
• 譲受⼈に対し情報提供しなければ内容は13項⽬あります。

基本情報
１．⽒名・住所
（法⼈名称・所在地）

２．毒物⼜は劇物の別
３．名称・成分・含量

毒物劇物の取扱い
７．取扱い及び保管上の注意
８．暴露防⽌及び保護のための措置
１２．廃棄上の注意
１３．輸送上の注意

緊急時の対応
４．応急措置
５．⽕災時の措置
６．漏出時の措置

毒物劇物の性質
９．物理的及び化学的性質
１０．安定性及び反応性
１１．毒性に関する情報
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交付の制限
• 毒物劇物は全ての者に交付できるわけではなく、譲り渡してはならない相⼿もいます。

法第15条
毒物・劇物を次に掲げる者に交付してはならない。

⼼⾝の障害により毒物・劇物
による保健衛⽣上の危害の
防⽌の措置を適切に⾏うこと
ができない者

18歳未満の者 ⿇薬、⼤⿇、あへん⼜は
覚せい剤の中毒者

購⼊者の⾝分証により⾝分を確認する、使⽤⽬的を確認する等により

毒物劇物営業者は、⾝分の不確かな者、使⽤⽬的があいまいな者、
不審な者には毒物劇物を販売しないこと。
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２．毒物・劇物の保管と取扱いについて



98

毒物劇物保管設備の構造基準
• 保管設備は流出、⾶散等を防げるものでなければなりません。

法第11条第2項
毒物若しくは劇物⼜は毒物若しくは劇物を含有する物であ
つて政令で定めるものが製造所、営業所若しくは店舗⼜は
研究所の外に⾶散し、漏れ、流れ出、若しくはしみ出、⼜
はこれらの施設の地下にしみ込むことを防ぐのに必要な措
置を講じなければならない。

コンクリート製の建物に保管する

毒物劇物が保管されているタンクの周りは
コンクリートで覆う
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（参考）保管設備の基準

法第16条第1項
保健衛⽣上の危害を防⽌するため必要があるときは、政
令で、毒物⼜は劇物の運搬、貯蔵その他の取扱につい
て、技術上の基準を定めることができる。

毒物及び劇物の貯蔵に関する構造・設備基準（その1〜その3）
その1:固体以外のものを貯蔵する屋外タンク貯蔵所の基準

（昭和52年10⽉20⽇付薬発第1175号、改正 昭和60年4⽉5⽇付薬発第377号）

その2:固体以外のものを貯蔵する屋内タンク貯蔵所の基準
（昭和56年5⽉20⽇付薬発第480号、改正 昭和60年4⽉5⽇付薬発第377号）

その3:固体以外のものを貯蔵する地下タンク貯蔵所の基準
（昭和56年5⽉20⽇付薬発第480号、改正 昭和60年4⽉5⽇付薬発第377号）
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毒物劇物保管設備の表⽰
• 毒物劇物が保管されていることが明確になるよう、保管場所にも表⽰する必要があります。

法第12条第3項
毒物⼜は劇物を貯蔵し、⼜は陳列する場所に、「医薬
⽤外」の⽂字及び毒物については「毒物」、劇物について
は「劇物」の⽂字を表⽰しなければならない
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毒物劇物の保管⽅法について
• 毒物劇物の取扱いや保管上の注意に関する情報をSDS等で確認しましょう。

引⽤元︓
職場のあんぜんサイト.「化学
物質︓クロロピクリン」. 
https://anzeninfo.mhlw.g
o.jp/anzen_pg/GHS_MSD
_DET.aspx ,（令和6年7⽉
31⽇閲覧）

https://anzeninfo.mhlw.g
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盗難防⽌措置(1)
• 毒物劇物を取り扱う業者は、盗難・紛失防⽌措置を取る必要があります。

法第11条第1項
毒物⼜は劇物が盗難にあい、⼜は紛失することを防ぐの
に必要な措置を講じなければならない

例えば・・・

毒劇物を貯蔵、陳列等する場所は、その他の物を貯蔵、
陳列等する場所と明確に区別された毒劇物専⽤とし、
かぎをかける設備等のある堅固な施設
毒劇物を貯蔵、陳列等する場所は盗難防⽌のため
敷地境界線から⼗分離すか⼜は⼀般⼈が容易に
近づけない措置を講じる
（昭和52年3⽉26⽇付け薬発第313号「毒物及び劇物の保管管理について」より）



103

盗難防⽌措置(2)
頑丈な保管庫と施錠

柵の設置

敷地境界線から⼗分離す
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毒物劇物の容器
• 誤飲防⽌のため、毒物劇物の容器として通常飲⾷物の容器として使⽤されるものを使⽤してはならないとされています。

法第11条第4項
毒物⼜は劇物は、その容器として、飲⾷物の容器として
通常使⽤される物を使⽤してはならない。
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農薬の使⽤に伴う事故及び被害の発⽣状況について(1)

引⽤元︓農林⽔産省ホームページ.「農薬の使⽤に伴う事故及び被害の発⽣状況について」. 
https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_tekisei/accident.html（令和7年8⽉10⽇閲覧）

https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_tekisei/accident.html
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農薬の使⽤に伴う事故及び被害の発⽣状況について(2)

引⽤元︓農林⽔産省ホームページ.「農薬の使⽤に伴う事故及び被害の発⽣状況について」. 
https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_tekisei/accident.html（令和7年8⽉10⽇閲覧）

https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_tekisei/accident.html
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３．毒物・劇物の廃棄、事故・盗難時の
措置について
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毒物劇物の廃棄
• 毒物劇物はそのまま廃棄することはできません。そのため、廃棄する場合は、専⾨の業者に処分を依頼する必要があります。

法第15条の2
毒物若しくは劇物は、廃棄の⽅法について政令で定める
技術上の基準に従わなければ、廃棄してはならない

【技術上の基準】
中和、加⽔分解、酸化、還元、希釈その他の⽅法により、⾮毒物・劇
物とするなど

⼯場の処理施設で⾏われるような毒物劇物の無毒化処理を⾏うことは難しいので・・

〇農薬は基本的に全て使い切るようにして下さい。
〇万が⼀余った場合は、毒物劇物を処理できる産業廃棄物業者に
処理を依頼してください。
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事故・盗難時の措置
• 事故・盗難が発⽣した際は、公的な機関への連絡が必要です。

法第17条
取扱う毒物・劇物が⾶散し、漏れ、流れ出し、染み出し、⼜は
地下に染み込んだ場合において、不特定⼜は多数の者について
保健衛⽣上の危害が⽣ずるおそれがあるときは、直ちに保健所、
警察署⼜は消防機関に届け出なければならない。
取扱う毒物・劇物が盗難にあい、⼜は紛失したときは、直ちに、
警察署に届け出なければならない。

有事の時慌てないよう・・・・

通報担当者を決めておく 通報担当者が不在の場合の
対応を決めておく（副担当を置く等）
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事故・盗難時の措置
• 事故が発⽣した際は、保健衛⽣上の危害防⽌するために必要な応急処置を講じなければなりません。

法第17条
取扱う毒物・劇物が⾶散し、漏れ、流れ出し、染み出し、
⼜は地下に染み込んだ場合において、不特定⼜は多数
の者について保健衛⽣上の危害が⽣ずるおそれがあると
きは、保健衛⽣上の危害を防⽌するために必要な応急
措置を講じなければならない。
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毒物劇物業務上取扱者の相談窓⼝

保健所設置市
（⼤阪市、堺市、豊中市、吹⽥市、
⾼槻市、枚⽅市、⼋尾市、
寝屋川市、東⼤阪市）

各市の毒物劇物担当課

池⽥市、茨⽊市、箕⾯市、 摂津市、
島本町、豊能町、能勢町

⼤阪府茨⽊保健所⽣活衛⽣室薬事課
〒567-0813 茨⽊市⼤住町 8-11 
電話:072-620-6706 FAX:072-620-6708

守⼝市、⼤東市、⾨真市、
四條畷市、交野市

⼤阪府守⼝保健所薬事課
〒570-0083 守⼝市京阪本通 2-5-5 
電話:06-6993-3135 FAX:06-6993-3136

富⽥林市、河内⻑野市、松原市、柏原市、
⽻曳野市、藤井寺市、⼤阪狭⼭市、
太⼦町、河南町、千早⾚阪村

⼤阪府藤井寺保健所⽣活衛⽣室薬事課
〒583-0024 藤井寺市藤井寺 1-8-36
電話:072-952-6165 FAX:072-952-6167

岸和⽥市、泉⼤津市、⾙塚市、泉佐野市、
和泉市、⾼⽯市、泉南市、阪南市、
忠岡町、熊取町、⽥尻町、岬町

⼤阪府泉佐野保健所⽣活衛⽣室薬事課
〒598-0001 泉佐野市上⽡屋 583-1 
電話:072-464-9681 FAX:072-464-9680
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ご清聴ありがとうございました。



農薬をめぐる最近の情勢について

⼤阪府 環境農林⽔産部 農政室 推進課
病害⾍防除グループ

令和7年8⽉26⽇

令和7年度農薬安全使⽤講習会

令和7年6月1日～8月31日は農薬危害防止運動月間



府内での農薬不適正使⽤事案について

1．にんにくの芽（にんにく（花茎））に「にんにく」しか登録のない農薬を使⽤
した。

「にんにく」と「にんにくの芽」、「葉にんにく」はそれぞれ別の作物分類

にんにく ＞ 野菜類鱗茎類（根物）（鱗茎を収穫するもの）

にんにく（花茎） ＞ 野菜類鱗茎類（葉物）(花茎を収穫するもの）

葉にんにく ＞ 野菜類鱗茎類（根物）（にんにくの⽐較的若い段階の葉
及び鱗茎を収穫するもの）

令和6〜7年度の不適正使⽤の主な事例（⼤阪府内）
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府内での農薬不適正使⽤事案について

1．にんにくの芽（にんにく（花茎））に「にんにく」しか登録のない農薬を使⽤
した。

使⽤された農薬はトリフミン⽔和剤。直売所ですでに販売され、直売所店頭及
びＨＰに商品回収の掲⽰。

＜原因＞
「にんにく」に登録がある当該農薬が、「にんにくの芽」にも登録があると当
該農家の誤った認識によるもの。

＞ 当該農家は農薬取締法（第２５条３項︓農薬使⽤基準遵守義務違反）
違反で⽂書指導。
知事へ誓約書提出。

令和6〜7年度の不適正使⽤の主な事例（⼤阪府内）

115



府内での農薬不適正使⽤事案について

2．未成熟とうもろこし（スイートコーン）にヤングコーンを含む「野菜類」には
登録があるがスイートコーン「穀類」に登録のない農薬を使⽤した。

「未成熟とうもろこし（スイートコーン）」と「ヤングコーン」はそれぞれ別の
作物分類

未成熟とうもろこし（スイートコーン） ＞ 穀類（ある程度成熟した雌穂を収
穫するもの）

とうもろこし（⼦実） ＞ 穀類（種⼦を収穫するもの）

ヤングコーン（ベビーコーン） ＞ 野菜類 (とうもろこしの幼果（雌
穂）を収穫するもの）

令和6〜7年度の不適正使⽤の主な事例（⼤阪府内）
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府内での農薬不適正使⽤事案について

2．未成熟とうもろこし（スイートコーン）にヤングコーンを含む「野菜類」には
登録があるがスイートコーン「穀類」に登録のない農薬を使⽤した。

使⽤された農薬はＺボルドー（成分名︓銅）。スーパー、直売所で販売され
商品の⾃主回収を実施した。

＜原因＞
「野菜類」に登録がある当該農薬が、「とうもろこし（スイートコーン）」に
も登録があるとの当該農家の誤った認識によるもの。

＞ ⾷品衛⽣法上の農薬残留基準設定対象外物質であるが、当該農家は農薬
取締法（第２５条３項︓農薬使⽤基準遵守義務違反）違反で⽂書指導。
知事へ誓約書提出。

令和6〜7年度の不適正使⽤の主な事例（⼤阪府内）

117



府内での農薬不適正使⽤事案について

3．なすの畝間になすには登録があるが、使⽤時期が不適切な除草剤を使⽤した。
また使⽤回数も超過していた。

使⽤した「サンフーロン液剤」は「なす」の⼀年⽣雑草に登録があるが、使⽤時
期は「耕起7⽇前まで(雑草⽣育期)、１回」であった。
⽣育不良を対応した⼤阪府の調査で判明。

なすは直売所3カ所で1000袋以上販売されていたため、⾃主回収を実施。

＜原因＞
使⽤前にラベルを確認していなかったことによるもの。

令和6〜7年度の不適正使⽤の主な事例（⼤阪府内）
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府内での農薬不適正使⽤事案について

3．なすの畝間になすには登録があるが、使⽤時期が不適切な除草剤を使⽤した。
また使⽤回数も超過していた。

＞ 当該農家は農薬取締法（第２５条３項︓農薬使⽤基準遵守義務違反）違反で
⽂書指導。
知事へ誓約書提出。

令和6〜7年度の不適正使⽤の主な事例（⼤阪府内）
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府内での農薬不適正使⽤事案について
⾷品衛⽣法における残留農薬基準を超過したことなどによる農薬不適正使⽤
事案が毎年全国的に発⽣しています。府内でも下記のような例が。

4．販売予定の「しゅんぎく」を直売所の⾃主分析により、登録のない農薬成分が
検出。農家は2回散布していた。

使⽤した「トレボン乳剤（成分名︓エトフェンプロックス）」は「しゅんぎく」
に登録なし。農薬成分エトフェンプロックスが残留基準値 0.01ppm に対し
0.72ppm検出し基準値オーバー。

商品約850袋は既に販売済。⾃主回収。未出荷の作物は出荷⾃粛。

＜原因＞
原因は、トレボンがしゅんぎくに登録があるとの思い込みによるもの。

令和6〜7年度の不適正使⽤の主な事例（⼤阪府内）
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府内での農薬不適正使⽤事案について
⾷品衛⽣法における残留農薬基準を超過したことなどによる農薬不適正使⽤
事案が毎年全国的に発⽣しています。府内でも下記のような例が。

4．販売予定の「しゅんぎく」を直売所の⾃主分析により、登録のない農薬成分が
検出。農家は2回散布していた。

＞ ⾷品衛⽣法上の農薬残留基準0.01ppm（ポジティブリスト制度による）。
当該農家は農薬取締法（第２５条３項︓農薬使⽤基準遵守義務違反）
違反で⽂書指導。
知事へ誓約書提出。厚⽣労働省HPにも掲載。

・⼀⽇摂取許容量（ADI）︓0.031ｍｇ/ｋｇ体重/⽇
体重５０ｋｇの⼈が当該しゅんぎく２．１５ｋｇを毎⽇⼀⽣涯摂取し続けても健康に問題がない。
・急性参照容量（ARfD）︓1mg/kg体重
体重５０ｋｇの⼈が１⽇の間に当該しゅんぎくミミｋｇを摂取しても健康に問題がない。

令和6〜7年度の不適正使⽤の主な事例（⼤阪府内）
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府内での農薬不適正使⽤事案について
⾷品衛⽣法における残留農薬基準を超過したことなどによる農薬不適正使⽤
事案が毎年全国的に発⽣しています。府内でも下記のような例が。

5．オクラに登録はあるが使⽤時期が不適切な農薬を散布。

使⽤した「カスミンボルドー」は「オクラ」に登録あるが、使⽤時期は「収穫開
始7⽇前まで」であったが、収穫開始後に使⽤した。

不適正使⽤した作物は散布後の出荷は無し。

＜原因＞
農家への指導の際、「収穫開始７⽇前まで」の解釈の誤認があった。

令和6〜7年度の不適正使⽤の主な事例（⼤阪府内）
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府内での農薬不適正使⽤事案について

5．オクラに登録はあるが使⽤時期が不適切な農薬を散布。

「収穫開始７⽇前まで」収穫開始後は散布できない。
その作での最初の収穫⽇の○⽇前。⼀度収穫が始まったら収穫期間中は使⽤でき
ない。特にイチゴ・トマトなど収穫期が⻑い作物に多い登録

「収穫７⽇前まで」とは違う事を再認識すること。

令和6〜7年度の不適正使⽤の主な事例（⼤阪府内）
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農薬の使⽤時期について
124

収穫前日 前日：散布作業～収穫まで２４時間の間隔をあける。厳密に計ることは
難しいが、少なくとも使用当日は収穫できない。

○日前：散布してから○日間空ける。中日を数えるので注意。
例３日前 ⇒ 8月２２日使用なら収穫可能は8月２５日から。

収穫○日前

収穫開始○日前 その作での最初の収穫日の○日前。一度収穫が始まったら収穫期間
中は使用できない。特にイチゴ・トマトなど収穫期が長い作物に多い

播種直前(定植直前)
播種時（定植時）

播種・定植作業の中で使用される（使用日は播種日・定植日と同日
になる）

播種前（定植前） 播種・定植作業より前に行う（使用日は播種日・定植日より前の日
付～同日までの期間になる）

育苗期後半 育苗期（播種～定植まで）の後半。作物等でも生育は異なるので、
明確に○日間とは表せない。

2014 JA全農 全国農業協同組合連合会作成抜粋



農薬の使⽤時期について 2
125

2014 JA全農 全国農業協同組合連合会作成抜粋

出芽前・発芽前 除草剤など土壌に薬剤を使用する薬剤が持つことの多い登録。出
芽＝目が地表に出たとき、発芽＝目が出たとき（通常はまだ土中）
。実際は播種後すぐ使用する場合が多い。このような薬剤は①作
物への薬害回避（芽に農薬成分があたらないようにする）、②雑草
への効果安定のため時期を定めているので、対象が作物・雑草ど
ちらの場合でも地表に目が出てから（出芽のタイミング）では効果面
でも不適。

生育期 播種～（育苗）～収穫までの期間。また、収穫前日数が合わせて決
められている場合が多いため、そちらも守って使用する。

―（なし） 使用時期に制限はない。ただし、収穫物に薬剤の汚れが付くことなど
とは別問題なので注意。

（病害虫の）
発生初期

対象病害虫の発生初期。圃場での判断が必要。薬剤効果として、
発生後では効果が出ない、または効果が非常に下がってしまう。



近年の農薬不適正使⽤について
（農薬の使⽤回数が超過してしまう事例）

苗を購⼊した場合、育苗期間中の農薬使⽤を確認していなかった。
☞育苗期間中に、既に農薬使⽤している可能性あり。要注意。

126

また、当該農作物に適⽤が無い農薬を、実際には使⽤していないにも
関わらず、出荷した種苗に表⽰して販売していた事例が増えています。

当該事案の発⽣原因とは次のとおりです。

・種苗⽣産者及び種苗業者（表⽰者）において、適⽤作物を誤認してい
たこと

・種苗⽣産者において、農薬使⽤履歴が作成されていなかったこと
・種苗⽣産者と種苗業者（表⽰者）の間で、情報共有が徹底されていな
かったこと

苗の履歴記載の適正化
計画を添付しており、実際は使⽤していないという事案が多い。

添付している農薬履歴について、出荷前に登録の有無を確認していない。



近年の農薬不適正使⽤について
（農薬の使⽤回数が超過してしまう事例）

同⼀の有効成分を含む複数の農薬を併⽤した。
☞他の農薬にも同成分が含まれる場合があるので、注意が必要。

（例）（例）
作物名︓なす
病害⾍︓アザミウマ類

農薬名︓アルバリン顆粒⽔溶剤
希釈倍率︓2,000倍
使⽤料︓100〜300Ｌ/10a
使⽤時期︓収穫前⽇まで
本剤の使⽤回数︓２回まで

農薬名︓スタークル顆粒⽔溶剤
希釈倍率︓2,000倍
使⽤料︓100〜300Ｌ/10a
使⽤時期︓収穫前⽇まで
本剤の使⽤回数︓２回まで

有効成分︓同じ（ジノテフラン）
※どちらの農薬もジノテフランを含む農薬の総使⽤回数は３回→ アルバリンを２回＋スタークル２回＝４回はアウト︕
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・「キャベツ」 と 「メキャベツ」
・「レタス」 と 「リーフレタス」
・「ブロッコリー」 と 「茎ブロッコリー」

近年の農薬不適正使⽤について
（農薬登録を間違いやすい作物）

農薬登録上
別作物

農薬登録上
別作物

農薬登録上
別作物
農薬登録上
別作物

・「たまねぎ」 と 「葉たまねぎ」
・「ごぼう」 と 「葉ごぼう」
・「にんにく」と「葉にんにく」と「にんにく(花茎)」
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同じじゃないよ。農薬登録は別作物！



・「さといも」 と 「さといも（葉柄）」
・「しそ」 と 「しそ（花穂）」
・「さんしょう（葉）」 と 「さんしょう（果実）」

収穫部位が違う

近年の農薬不適正使⽤について
（農薬登録を間違いやすい作物）

・「トマト」 と 「ミニトマト」
・「だいこん」 と 「はつかだいこん」

農薬登録上
別作物
農薬登録上
別作物

農薬登録上
別作物

農薬登録上
別作物

129

同じじゃないよ。農薬登録は別作物！



【参考】農薬登録情報の調べ⽅
最新の農薬登録情報は農水省の「農薬登録情報提供システム」の
ホームページで確認可能。
https://pesticide.maff.go.jp/

農薬名・病害⾍名・作物名か
ら登録の情報が確認できる

登録内容の詳細（適⽤
表）が検索できる

130

https://pesticide.maff.go.jp/


農林⽔産省から通知が発出され、新たな作物群での登録⽅法について⽰され
ました。平成31年３⽉29⽇付け30消安第6281号(令和6年4⽉1⽇改正)
「農薬の適⽤病害⾍の範囲及び使⽤⽅法に係る適⽤農作物等の名称について」
（３０消安第６２８１号通知）の表１
https://www.acis.famic.go.jp/shinsei/6281_20240401.pdf

作物群で農薬登録されると
・マイナーな作物でも、より数多く
の農薬が使⽤できるようになる。

・同じ農薬で同じ作物群の作物を防
除できるようになった。

農薬登録の問題点
・栽培⾯積の少ない作物は登録農薬
が少なかった。

・病害⾍の発⽣があっても 薬剤防
除ができない作物が多かった。

・農薬メーカーが登録拡⼤するの
を待つしかない状況であった。

近年の動向について
（作物群での農薬登録）
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①野菜類に新たな作物群が設定された。
☞「茎野菜類」、「根菜類」、「なす科果菜類」、「ヒユ科葉菜類」、
「レタス類」、「レタス類以外のきく科葉菜類」、「⾷⽤花」、
「ひゆ科雑穀類」などが新たに設定

にんじん だいこん にんじん だいこん

「根菜類」で登録されている農薬は、
その作物群の全ての作物に使える。
（「にんじん」にも「だいこん」にも使⽤可。）

「にんじん」に登録があっても
「だいこん」に登録がなければ

使⽤できない。

どちらも根菜類

近年の動向について
（作物群での農薬登録）
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②「いも類」、「まめ類（種実）」が「野菜類」の
中作物群として設定された。

かんしょさといも

さといも

「いも類」

「いも類」が「野菜類」に含まれ、
「野菜類」で登録されていれば、
「いも類」全ての作物に使えるようになった。

「いも類」

「野菜類」

かんしょ

「野菜類」

ばれいしょ

ばれいしょ

「ばれいしょ」など
「いも類」は、

含まれていなかった。

近年の動向について
（作物群での農薬登録）
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③主となる作物の栽培の途中に間引きで⽣じる作物が、主たる
作物と同じ群に統合された。

葉たまねぎ

「鱗茎類」

「たまねぎ」、「葉たまねぎ」も収穫時期
が異なるだけで同じ作物であるため、それ
らをまとめた作物群「鱗茎類」ができた。

「野菜類」

「野菜類」

たまねぎ たまねぎ

葉たまねぎ

近年の動向について
（作物群での農薬登録）
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④「なばな類」を「⾮結球あぶらな科葉菜類」の１作物として
設定。

チンゲンサイ
（なばな的栽培）

たべたい菜

「なばな類」

「なばな類」

「⾮結球あぶらな科葉菜類」「⾮結球あぶらな科葉菜類」

こまつな（なばな的栽培）

「なばな類」は、含まれて
いなかった。

こまつな（なばな的栽培）

たべたい菜

チンゲンサイ
（なばな的栽培）

近年の動向について
（作物群での農薬登録）
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病害⾍防除Gでは病害⾍発⽣予察･防
除情報メールサービス（⽉１回配
信）にて、⼤阪府内の病害⾍の発⽣
状況と防除対策をメールマガジンで
配信しています。

⼤阪府の発信する防除情報の活⽤について

メールサービスの登録は
https://www.pref.osaka.lg.jp/o120090/nosei/byogaicyu/mail_service_mousikomi.html

136

https://www.pref.osaka.lg.jp/o120090/nosei/byogaicyu/mail_service_mousikomi.html


⼤阪府の発信する防除情報の活⽤について
（⼤阪府農作物病害⾍防除指針）

Web版⼤阪府農作物防除指針は、ホームページに掲載しているので、必要
な部分を印刷したり野外でもスマホなどで確認できます。

☞https://www.pref.osaka.lg.jp/o120090/nosei/byogaicyu/boujo_shishin.html

「登録のある農薬がたくさんあってどれを使えばいいのか分からない」といっ
た時は、⼤阪府農作物病害⾍防除指針を参考にしてください。

⼤阪府内で主に栽培されている農作物の主要な病害⾍に対する防除⽅法や推奨
農薬を掲載し毎年更新しているので、新しい情報を掲載しています。
（登録内容は作成時のもの）
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ご清聴ありがとうございました。

⼤阪府環境農林⽔産部農政室推進課病害⾍防除グループ
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アンケートの回答⽅法について
ご希望される⽅には受講証明書を発⾏をいたしますので、
アンケートで発⾏の希望についてご回答ください。

（電⼦発⾏のみで、申請時のメールアドレスに送付いたします）



・メールで案内したアンケート
（オンライン⽤）URLを押下していただき、
右のページを開けます。

・画⾯下の「次へ進む」を押下して、
次のページに移ります。

〇オンラインでアンケートに回答する場合



←左のページで各項⽬のアンケートに
ご回答いただきます。

※必須項⽬に回答しないと次のページに
進めないためご注意ください。

・アンケートの回答が終われば、
画⾯下の「次へ進む」を押下してください



←左のページで内容に問題なければ、
画⾯下の「申請する」を
押下してください。

・以上で回答完了です。
ご回答ありがとうございました。

※内容を変更する場合は、画⾯下
「戻る」を押下して、⼊⼒ページに
戻り修正してください。



←左の様式をメールの紙アンケート⽤URLよ
りダウンロードしていただき、印刷してくだ
さい。

印刷した⽤紙に沿って、アンケートにご回答
いただき、FAXにて送付をお願いいたします。

下記の番号に送付お願いします。
FAX：06-6614-0913

〇紙でご回答いただく⽅



令和７年度 大阪府農薬管理指導士
養成研修・更新研修について

■⼤阪府農薬管理指導⼠認定制度とは
⼤阪府では、農薬取締法の遵守や農薬の特性を踏まえた適正な使⽤等について

的確な指導・助⾔を⾏い、農薬の安全・適正使⽤を推進していただく農薬取扱者
の⽅々（農薬販売者、防除業者、農業指導者等）を⼤阪府農薬管理指導⼠として
認定しています。

■⼤阪府農薬管理指導⼠になるには
新たに農薬管理指導⼠の認定を希望される⽅には、『養成研修』を受講してい

ただき、成果を確認するための試験を⾏い、その合格者を認定しています。
認定期間は3年で、それ以降は『更新研修』を受講すれば継続して認定を受け

ることができます。

■令和７年度の養成研修、更新研修の予定
令和７年冬頃開催予定です。詳細については、

府HPに掲載予定です。
また令和７年度更新対象者の⽅には別途ご案内

する予定です。 掲載予定の府HP

（情報提供資料:⼤阪府環境農林⽔産部農政室推進課地産地消推進G）
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